
、
は
祭
政
一
致
F
む
て
卦
政
艘
よ
り
見
れ
ば
瀞
樒
的
、
家
父
磁
的
、
立
惹
的
を

兼
れ
、
一
の
「
バ
ラ
ド
ソ
ク
ス
」
F
似
て
而
も
事
黒
垂
所
以
を
論
．
し
、
叉
皇

室
瓢
先
の
祭
灘
に
國
民
的
野
重
な
る
事
を
蓮
べ
、
我
國
の
薫
法
、
皇
室
に
記

す
ろ
規
定
、
古
代
重
し
に
塗
す
．
φ
規
定
、
近
世
の
豪
し
F
醐
す
・
・
民
法
を
始

あ
ミ
し
て
婚
姻
法
、
養
子
油
、
養
子
離
繰
言
及
び
相
績
法
等
、
我
事
に
於
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

に
悉
く
紐
先
祭
薦
皇
ハ
根
本
義
、
・
、
し
曇
る
灰
以
を
論
ぜ
り
。
附
攣
、
養
子

沿
拶
論
佳
古
來
皐
老
の
之
漁
す
る
議
論
藁
げ
、
概
れ
儒
二
言
異
姓

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
ヘ
　
へ

一
三
を
斐
し
、
閾
學
薯
醐
に
之
を
・
疋
輕
る
事
を
叙
し
、
第
二
、
由
非
正

慧
運
漕
隷
罫
羨
に
於
査
徳
川
幕
府
が
肇
Σ
て
肇
法
、

を
嚴
酷
に
し
、
三
二
特
に
外
様
大
名
の
漸
絶
を
謀
り
ぬ
う
に
、
其
国
辱
、
し

て
涙
人
を
輩
出
・
蓬
に
天
草
事
件
に
次
で
玉
門
正
雪
事
実
を
誘
致
《
る
に
驚

き
て
其
政
策
を
一
懲
学
し
重
る
事
を
蓮
ぺ
敦
り
O
　
〔
清
原
貞
雄
〕

　
　
　
　
　
つ
　
も
　
へ
　
め
　
モ

　
　
　
　
㊥
月
日
の
民
族
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
村
久
四
面
蔚

　
本
書
ほ
徳
冨
猪
哺
華
氏
鑑
修
置
目
博
士
吉
野
伶
諸
氏
編
輯
の
下
に
成
る
現

代
叢
書
第
二
期
の
鮎
苗
巻
ビ
し
て
刊
行
ぜ
ら
れ
、
極
東
諦
民
族
の
歴
史
、
本

態
性
情
、
二
丈
を
解
訊
・
し
穴
う
も
の
な
る
が
、
主
電
・
し
て
漢
、
浦
、
蒙
高
目

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も

藏
の
五
民
族
に
就
て
設
け
リ
．
輿
の
主
な
る
表
目
を
摘
出
ぜ
ば
、
第
一
章
序

脚
費
て
は
撫
勲
恥
蜘
除
脚
㍉
砂
勲
⑳
箏
勢
か
㌍
纐
閨
等
第
二
章
漢
民
族
に
て

　
や
　
ヘ
　
へ
　
ゐ
　
や
　
セ
　
　
　
セ
　
カ
　
ヘ
　
へ
も
　
へ
　
た
　
や
　
も
も
　
　
　
ヤ
　
ヘ
　
ヤ
　
ヘ
　
ヘ
　
へ
　
も
　
も
　
ヤ
　
へ

は
漢
族
西
搬
の
読
、
上
古
漢
昆
族
の
勤
航
民
族
，
三
代
秦
漢
乃
至
明
浩
各
．
時

第
二
巻
　
　
紹
　
介
　
　
魎

、
　
塾
　
駆
　
》
、
　
　
　
W
　
、
　
㌃
　
、
　
、
　
　
　
喜
　
㌔
　
秘
　
も
　
、
　
妄
　
㌔
　
塾
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
レ

代
の
漢
民
族
、
漢
人
民
族
性
、
西
洋
人
の
漁
人
槻
嘘
獄
等
第
三
章
ψ
に
て
は
瀧
蒙

ヤ
　
　
う
　
　
へ
　
　
も
　
　
カ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
ゆ
　
　
ヘ
　
　
セ
　
　
レ
　
セ

回
藏
の
四
葦
登
の
溝
長
盛
衰
盲
あ
7
－
b
各
章
何
れ
も
蕃
者
が
專
門
の
無
闇
的

見
地
よ
り
濾
健
な
ろ
學
設
を
鳥
総
し
子
易
簡
潔
に
記
ぜ
る
も
の
な
れ
ば
極
東

の
天
地
が
今
や
鼓
治
、
維
漉
、
遠
忌
、
乃
至
軍
事
上
に
於
て
東
閃
諸
國
よ
り

注
臼
蓋
親
ぜ
ら
れ
つ
・
あ
る
折
摘
、
讃
老
を
稗
盆
す
る
少
か
ら
ざ
ろ
べ
こ
、

巻
末
に
「
人
名
地
名
索
引
、
事
項
索
引
を
附
ぜ
ろ
は
用
意
周
鋼
な
り
（
民
友
赦

着
て
二
〇
）

　
　
　
　
　
　
も
　
や
　
へ
　
も
　
ぬ
　
せ

　
　
　
　
　
つ

　
　
　
　
爾
第
二
圓
支
那
年
鑛
　
　
　
　
　
　
　
　
　
東
亜
二
丈
禽
目
垢
行

支
那
各
般
の
事
．
項
が
激
字
至
上
明
に
於
て
銃
如
し
六
ろ
断
多
奇
ほ
支
那
奥
研

究
者
の
最
も
澱
偲
亡
す
る
豚
、
從
っ
て
支
那
に
於
て
統
計
的
材
料
を
得
む
ご

す
る
に
は
思
は
ざ
る
苦
心
を
要
す
る
は
云
ふ
準
も
無
し
。
束
距
弓
丈
會
張
匹

見
ろ
所
あ
り
、
明
治
四
＋
五
年
よ
叫
年
銀
の
編
纂
に
着
手
む
、
命
飼
其
第
載

回
の
も
の
を
出
す
に
至
れ
り
。
一
千
鯨
貰
に
互
ろ
大
酔
に
乙
て
翫
積
，
入
瓢

政
髄
、
政
治
一
財
政
、
公
漬
、
外
交
、
陸
軍
、
海
軍
、
農
業
、
欝
業
、
工
業

商
曾
、
會
砒
、
百
姓
、
水
蓮
、
郵
便
、
電
儒
、
銀
行
、
保
瞼
塾
外
姻
貿
易
、

入
名
錐
，
新
聞
の
二
＋
二
項
に
分
類
亡
、
各
項
簡
潔
な
る
記
蓮
は
苦
心
液
得

ゼ
し
統
計
奪
蒲
挨
ち
て
支
那
研
究
者
を
稗
釜
す
お
．
研
甚
大
な
ろ
を
信
ず
（

同
會
、
頂
五
、
O
O
）
　
　
　
　
　
　
，
　
・

　
　
　
　
　
ぬ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
へ

　
　
　
　
醗
印
度
佛
敏
臭
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
馬
碑
行
啓
碧

第
三
審
・
一
四
七
　
（
五
一
八
）

蝉



第
二
巻
　
　
紹
　
介
　
　
圓

書

　
本
書
は
要
目
の
所
諮
窺
洋
的
鋳
紳
文
明
の
精
華
糞
ろ
印
度
沸
敬
に
就
て
從

來
の
研
究
が
動
も
す
れ
ば
西
洋
人
の
小
乗
佛
敬
研
究
に
傾
き
、
B
本
人
の
大

乗
佛
敏
研
究
に
走
ら
む
ミ
す
る
風
あ
る
を
以
て
著
者
は
曾
爾
傾
鳴
を
滲
酌
し

て
輩
に
印
度
彿
敏
の
全
般
に
渉
り
陽
報
適
し
き
を
得
し
め
．
む
ε
て
試
み
む
も

の
、
主
ミ
し
て
は
一
般
世
人
に
講
讃
を
鋤
む
る
辱
め
簡
明
李
易
を
旨
寧
し
六

り
ご
盤
も
亦
研
究
春
に
湿
し
て
資
料
及
び
研
究
問
魑
を
提
供
当
る
も
の
あ
り

絡
論
に
は
伽
羅
測
量
か
か
瀞
、
恥
励
働
熱
必
か
隣
恥
泌
必
、
蝋
電
文
轟
菊

や
　
へ
　
　
あ
　
　
も
　
も
　
　
も
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
あ
　
へ
　
や
　
ぬ
　
　
や
　
へ
　
を
　
　
も
　
　
や

の
一
般
謬
考
書
を
あ
げ
、
本
論
は
凡
そ
十
八
章
、
阿
育
王
鰯
の
佛
敏
疹
下
遡

も
　
へ
　
も
　
へ
　
　
　
　
　
も
　
あ
　
へ
　
め
　
へ
　
や
　
　
　
ぬ
　
る
　
や
　
も
　
　
　
も
　
ぶ
　
や
　
な
　
も
　
あ
　
へ
　
な
　
　
　
も
　
へ

賦
色
迦
王
国
，
龍
樹
提
婆
暗
代
、
後
輩
王
朝
、
陳
朔
乃
至
戴
覧
時
代
、
戒
日

も
　
へ

王
朝
等
の
各
代
に
於
け
ろ
佛
教
を
概
結
し
，
騰
読
の
取
捨
解
し
き
を
得
直
り

（
日
㍗
稻
幣
国
大
學
出
版
獣
…
、
槽
臨
一
、
山
ハ
○
）

　
　
　
　
　
も
　
め
　
せ
　
マ
　
へ

　
　
　
　
⑳
能
海
買
遺
摘
　
　
　
　
　
　
　
　
能
海
寛
邉
澱
禽
蛮
行

著
巻
は
石
見
國
眞
宗
大
谷
豊
津
蓮
響
に
生
れ
，
夙
に
西
藏
探
瞼
の
志
あ
り
明

治
三
十
入
年
尾
墨
入
藏
の
穏
的
を
逡
げ
す
む
て
途
に
横
死
ぜ
リ
ミ
徳
へ
ら
る

、
人
な
り
O
此
の
撫
心
稿
は
禰
…
探
丈
雄
、
台
本
娩
雅
、
太
田
保
一
郡
諸
氏
の
季
・

に
よ
り
て
編
纂
ぜ
ら
れ
同
氏
越
稿
金
主
ミ
む
て
入
血
族
行
賛
程
以
後
の
撰
述

紀
行
を
取
錐
也
り
。
其
の
生
な
ろ
も
の
を
見
む
に
、
般
若
心
鎮
西
藏
丈
抜
群

に
麗
賓
三
廻
般
若
共
利
書
諜
の
般
若
波
羅
密
多
心
纏
に
寄
合
ぜ
し
め
つ
つ
號

丈
は
仙
央
雪
辱
一
旗
の
志
人
心
縄
第
一
「
セ
ー
」
を
探
照
∵
し
、
　
之
に
日
太
冨
か
ハ
を
加
へ
☆

る
『
心
経
藏
梵
臼
漢
四
勘
合
盤
駈
は
氏
が
苦
心
の
蓬
を
覆
む
べ
く
、
粥
條
学
士

第
三
號
　
一
匹
八
　
（
五
一
九
）

の
編
纂
ぜ
る
鴨
來
論
集
』
減
明
治
惜
一
年
十
一
月
十
八
日
上
海
郵
駅
來
柵
ご
年

四
月
廿
一
日
大
理
府
凱
川
蝿
蛋
に
至
ろ
四
＋
三
倍
を
錐
し
イ
、
，
氏
が
魅
麹
を

髪
四
六
ら
ひ
め
門
蓮
慕
行
程
漏
ほ
氏
が
入
藏
の
援
的
を
以
て
三
十
一
年
紳
戸
爵

帆
以
來
の
紀
行
亡
し
て
、
瀧
p
武
晶
よ
り
重
慶
を
過
ぎ
て
成
都
に
入
瞬
、
藏

漢
接
境
の
打
睡
夢
を
過
ぎ
て
、
裏
塘
に
出
で
馬
料
に
重
し
て
単
調
を
矩
絶
妊

ら
れ
、
引
き
黒
し
て
成
都
よ
η
術
製
織
に
入
り
、
蘭
洲
を
経
て
街
海
に
串
ワ
、

更
に
事
故
に
よ
り
電
慶
に
引
き
返
し
、
弾
じ
て
貴
州
巽
陶
に
入
り
、
共
後
に

大
理
府
以
西
の
暖
地
に
て
生
死
不
明
亡
興
り
・
し
迄
の
紀
行
、
並
に
日
程
表
あ

り
、
『
鞍
壷
試
錐
』
『
哀
悼
ミ
憲
章
才
筆
士
の
宥
蓮
を
語
る
、
巻
頭
の
胃
像
、

鱗三

ﾖ
、
｝
醐
藏
無
厩
雌
ハ
寛
凋
風
匂
譲
程
｛
地
墨
勧
導
…
管
一
讃
治
幅
憶
の
蝋
佃
に
燃
幽
へ
ざ
ら
・
し
む
｝

（
能
海
寛
蓮
憶
倉
、
債
未
評
）

　　

@　

T
餌
縫
鎗
訟
　
　
　
蕪
與
惣
著

現
今
本
邦
に
於
て
ほ
・
特
殊
研
究
に
橋
頭
ぜ
る
少
籔
な
る
專
門
家
の
知
識
ミ

大
多
鍛
の
瞬
民
の
束
洋
典
に
開
、
参
る
知
誕
あ
懸
隔
に
繁
し
甚
大
な
り
。
本

書
攣
目
の
座
隅
を
裕
ひ
、
　
一
般
譲
書
家
に
恰
好
の
園
田
ミ
な
り
、
叉
中
等
墨
・

校
に
於
け
る
東
洋
甘
皮
科
の
敢
授
選
考
書
こ
な
り
、
兼
て
各
種
程
度
に
於
け

る
受
輸
の
準
備
の
資
ミ
な
ら
ん
が
爲
め
編
纂
唱
う
も
の
に
し
て
、
各
編
東
洋

史
の
棋
韓
を
茸
ぜ
る
羅
實
を
精
細
に
蓮
難
し
、
古
今
爽
画
、
事
門
家
の
禦
表

ぜ
こ
粟
野
の
比
軸
的
穏
健
な
る
も
の
を
探
纂
し
，
一
々
幽
駈
を
明
か
に
・
し
亡

る
一
大
窺
澤
蓮
史
六
縫
。
特
に
各
時
代
の
絡
末
に
其
の
期
間
全
般
に
渉
れ
ろ



約
誠
を
叙
蓮
し
て
概
念
を
犠
成
ぜ
る
は
頗
る
有
昼
な
警
、
巻
末
の
交
部
省
中

等
敏
闘
貝
検
足
論
三
輪
緊
果
洋
史
科
羽
問
題
を
一
結
ゼ
る
論
も
受
…
繊
雲
に
緬
函
利
な
ろ
べ
く

中
等
鳳
ず
絞
の
東
洋
史
轟
参
考
書
の
白
樹
旧
顕
る
べ
・
し
。
（
旧
く
岡
館
、
債
二
、
六
〇
）

　
　
　
働
”
醇
葺
一
翫
。
h
目
箋
＾
｛
。
讐
自
↓
冨
（
♂
ヵ
。
℃
。
H
窪
（
ぢ
H
ω
）

　
　
　
　
　
　
　
（
中
黎
民
國
二
任
癒
商
各
嗣
華
洋
貿
易
全
年
三
冊
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
O
a
興
o
h
二
溶
ぎ
毛
g
8
目
o
h
O
§
2
巳
。
噛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
o
蕊
け
。
ヨ
い
（
上
海
蓬
商
海
蘭
線
署
）
駿
行

本
書
は
西
暦
千
九
百
十
三
年
郎
ち
中
華
民
國
二
年
に
於
け
る
支
那
北
部
貿
易

港
郎
ち
域
森
H
關
．
延
吉
閣
覇
奉
理
事
、
大
蓮
關
、
山
海
關
、
秦
蘭
島
蘭
、
津

海
蘭
、
束
海
關
、
一
二
瀾
等
の
統
計
報
告
を
基
礎
亡
し
て
、
再
転
各
關
海
口

に
於
け
る
該
難
申
の
貿
易
の
概
呪
を
統
計
的
に
託
蓮
ぜ
ろ
も
の
、
戯
W
す
る
所

↓
瀞
寡
量
ら
水
陸
露
の
外
洋
各
國
謡
ロ
岸
二
上
蓮
の
港
を
奮

く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
う
む
　
ヘ
へ

・
し
れ
る
輸
出
入
に
就
て
二
華
貿
易
は
永
三
嘆
路
を
経
由
ぜ
し
物
貨
に
し
て
叙

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
カ
　
ぬ
　
も
　
ヘ
　
　
ヤ
　
し

上
の
開
港
蕩
に
て
蜜
却
せ
ら
れ
・
し
弓
形
に
全
て
，
共
他
三
癒
山
海
醐
各
口
相

、
　
、
　
、
　
　
、
ノ
、
　
、
　
、
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

互
貿
易
、
四
内
地
貿
易
等
一
々
精
細
な
る
統
計
を
示
こ
、
漢
英
雨
丈
を
併
ぜ

　
　
　
　
く

旧
し
混
用
し
て
詳
細
を
梅
む
Q
（
上
梅
麺
藺
海
囲
総
薯
。
便
、
二
元
）
〔
以
上
那

波
〕

　
　
　
　
　
セ
　
や
　
ヘ
　
ヤ
も
　
も
　
へ

　
　
　
　
⑱
中
眩
歴
代
帝
后
簸
　
　
　
一
冊

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
へ
　
も
　
ヤ
　
あ
　
へ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
ヘ
　
へ

本
書
に
コ
露
虫
で
ブ
大
形
板
百
十
七
赦
よ
嚇
成
り
、
伏
義
詳
解
以
下
明
の
聯
…

ゑ
　
ヘ
　
へ
　
ぽ
ヘ
　
セ
　
ヘ
　
へ
　
も
　
ヘ
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
モ
　
へ

宗
に
至
る
要
撃
鯨
人
の
帝
后
を
一
難
一
人
宛
寓
出
し
、
大
抵
原
圃
の
寸
油
オ

’
第
二
懸
　
　
紹
　
介
　
　
笹

書

　
　
　
ヘ
　
へ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ほ

人
物
の
略
博
（
英
字
に
て
崩
に
人
名
時
代
等
を
も
型
鋼
リ
）
建
を
一
々
桝
紙

に
一
理
乙
て
姻
勤
照
ぜ
し
め
れ
り
。
そ
の
編
看
及
び
撮
影
の
帰
日
は
知
る
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
ヘ
　
へ

由
な
し
ビ
雌
，
歴
朝
宮
廷
内
に
秘
藏
ぜ
ら
れ
た
る
帝
后
像
に
到
り
し
こ
ぜ
疑

な
・
し
。
そ
は
本
書
ご
清
の
道
光
ご
十
三
年
（
西
暦
一
八
四
｝
二
年
）
輸
林
院
編
修

　
　
　
し
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
へ

籾
敬
撰
南
難
殿
圃
像
放
二
巻
亡
を
比
較
マ
る
に
、
同
書
上
磐
の
冒
頭
に
伏
難

餓
は
「
絹
本
縦
七
尺
八
寸
横
㎜
二
尺
四
寸
七
分
（
本
著
は
七
分
を
略
す
）
設
色
坐

臥
高
四
尺
三
寸
、
散
髪
披
鹿
足
下
右
二
毛
左
圃
八
卦
」
ぐ
」
い
ふ
三
明
ウ
附
・
し

圖
輻
の
上
労
憎
…
書
の
貿
に
「
険
獲
承
麗
宗
応
文
之
緒
、
転
転
燕
謀
、
日
拳
慈

極
、
萬
幾
絵
問
、
搏
求
載
籍
、
推
遊
遺
統
之
傳
、
自
釈
掻
蓮
於
孟
子
、
．
几
鑑

而
島
上
其
遣
行
、
医
王
在
下
船
敏
明
、
探
巽
大
指
、
各
俗
之
讃
，
難
一
能
探

顧
精
微
、
姑
以
三
尊
其
所
芝
之
意
云
卜
し
及
「
寡
裁
，
綴
天
才
極
、
爲
百
王

先
、
法
度
肇
建
、
道
徳
純
全
、
八
卦
成
文
、
三
墳
不
傳
、
無
言
而
化
，
至
漁

白
一
髪
」
ぐ
」
へ
る
・
も
の
、
皆
本
灘
旧
第
一
頁
の
設
朗
〃
及
び
㎜
引
板
ご
一
致
・
し
、
・
次
な

ろ
二
三
醗
の
八
三
、
服
装
、
賛
欝
，
第
三
夏
萬
像
、
第
四
商
一
回
、
第
五
周

武
臣
も
日
替
斯
く
の
如
く
本
書
ε
圖
換
放
ゾ
、
相
符
合
ぜ
り
。
赦
に
本
圃
蔽
亡

三
三
隠
り
誕
事
ぐ
」
は
向
一
の
三
二
に
基
き
乙
こ
ミ
明
な
り
。
而
し
て
圖
繰
放

に
は
宋
皮
理
宗
本
紀
、
モ
海
等
を
援
き
て
、
以
上
五
幅
の
考
詮
を
な
し
、
各

回
の
賛
は
南
宍
の
理
宗
が
淳
融
元
年
（
西
暦
一
二
四
一
年
）
正
月
戊
串
太
學
に

幸
サ
し
時
、
郭
様
発
舜
腰
湯
丈
武
周
公
孔
子
連
子
馬
子
子
思
為
子
等
の
遽
統

十
三
賛
を
製
6
て
國
子
監
に
賜
ひ
諸
生
に
宣
示
し
六
る
を
分
書
ぜ
る
も
の
に

第
三
號
　
一
四
九
　
（
五
二
〇
）


